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えどがわボランティアセンターだよりえどがわボランティアセンターだより

　新型コロナウイルスの感染が続く現在、高齢者施設
では、ボランティアと利用者が交流できない状況が続いて
います。こうした中、８月２９日に東京ボランティア・市民
活動センター（JR飯田橋駅前）と「なぎさ和楽苑」（西葛西
８丁目）は、オンライン（ZOOM）を利用した「高齢者施設
でオンライン特技ボランティア」を実施しました。当日、
同苑のホールに集まった参加者は、この催しを楽しみま
した。この日の演目は、「ピアノ独奏」と団体の「チアダ
ンス」「盆踊り」。

　初めのピアノ独奏は、インドネシア・ジャカルタ在住の日本人の
女子校生。自宅から披露した曲は「ふるさと」「夏の思い出」
「赤とんぼ」。会場の参加者からは、「かわいいね」「感動した」との
感想がありました。
　次のチアダンスは、品川区の自宅から２歳、６歳、８歳の三姉弟。
お揃いの黄色い衣装でポンポンを持ち、画面一杯にチアダンスを
披露。かわいい仕草に参加者から思わず笑顔がこぼれました。
　続いての盆踊りは、日頃都内の高齢者施設で美容ボランティア
を行っている５人の女性。お揃いの法被と頭巾で、それぞれの自宅
から「おまつりマンボ」の曲に合わせて踊りました。スクリーン
には、同時に踊る５人の姿が映し出されました。会場の参加者は、
踊りに合わせ体を動かしたり、楽しい一時を過ごしました。出演
したボランティアの皆さんからは「オンラインで披露でき、喜んで
いただけて良かったです。」と満足そうでした。
　なぎさ和楽苑・地域連携推進係の釜島豪顕さんは、「今後もコロナに負けず、このような機会を増やして
いきたい。」と話していました。高齢者施設でのオンライン特技ボランティアは、Wi-Fi環境があればどこから
でも配信できるので、withコロナの中での新しいボランティアの形として、今後注目されていくことでしょう。
［問合せ］  （公財）えどがわボランティアセンター  ☎03（5662）7671　写真 ： なぎさ和楽苑提供

オンラインで特技披露
できる団体募集します！
オンラインで特技披露
できる団体募集します！

　楽器演奏、ダンスや手品などの特技をオンラインで披露できる団体や
個人のボランティアを募集します。施設から希望する声もあり、今後情報を
提供していきます。詳しいお問合せは、上記までお願いします。

～ なぎさ和楽苑  ～
オンラインでボランティアが特技を披露！ここでも
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◆ ピアノ独奏を聴く参加者たち ◆

かましまたけあき

◆ スクリーン上に映る出演者たち ◆

◆ 盆踊りに合わせ手拍子する参加者たち ◆
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ボランティア通信ボランティア通信「やまびこ」コーナー「やまびこ」コーナー
※江戸川区福祉ボランティア団体協議会の情報コーナーです。

団体の概要、活動内容はえどがわボランティアセンターのホームページでご覧いただけます。
(http://edogawa-vc.jp/) ボランティアとして参加したい方はお問合せください。

（公財）えどがわボランティアセンター
☎03（5662）7671問合せ先

活動紹介活動紹介

● 音訳
　「広報えどがわ」 「声の便利帳」
　「区議会だより」 「選挙公報」
　「障害者福祉のしおり」
　図書・雑誌・説明書・
　専門書（東洋医学）

● 対面朗読・読み聞かせ
● 外部講師による勉強会

● 音訳グループが録音した
音声データを編集

　DAYSY録音図書を作成・CD化
● テープ音源のデジタル化・編集

◆ 百舌の会 ◆

◆ 風の会 ◆

◆ デイジー江戸川 ◆

団体の活動

もも ずず

 　私たちは、視覚に障がいのある方や、活字を読むことが
困難な方のために、依頼された図書や区の情報を音声にする
ボランティアグループです。
　「音訳」と「編集」の作業を三団体が協力しながら、待って
いてくださる方に滞りなくお届けできるよう活動してい
ます。 新型コロナウイルス感染が終息しない中、“三密”に
ならないように活動場所や連携方法を工夫しています。

ＣＤを専用再生機や
パソコンで再生
図書館の蔵書として貸し
出されるものもあります。
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こんな苦労が……
音訳の録音は密室作業。 コロナ対策で密を避ける
ため、ドアを開けたままの作業なので外部からの
雑音が入らないよう気を使っています。

も ず

音訳百舌の会 音訳ボランティア風の会

音訳ボランティア風の会

も ず

音訳百舌の会

デイジー江戸川ボランティア
グループ

区役所・中央図書館
視覚障害者福祉協会
個人・社会福祉団体　など

専用の録音機やパソコン
を使って録音（音訳）

音声データをパソコンで
　　編集、ＣＤ製作

活動の流れ

コロナ禍の中で活動しています！

音訳ボランティア風の会

デイジー江戸川ボランティア
グループ

も ず

音訳百舌の会

デイジー江戸川ボランティア
グループ




